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 日本語教師をしていた私は今年の 5 月に横浜市鶴見区にある国際交流ラウンジの運営責任者として着任

しました。そして今、国際交流ラウンジの業務を通して多文化共生をどのように実現していくかについて

試行錯誤を繰り返しています。 

 そこで日本語教師という立場から捉える多文化共生と、国際交流ラウンジの運営責任者としての立場から

捉える多文化共生は異なることに気づきました。後者の立場から降りかかる多文化共生をめぐる問題群（人

権、就労、就学・進学、家庭などの諸問題）は、切実で生々しく、時には自分自身の人生や生活にも厳し

く突き刺さります。 

 それは、「教室で教師として学習者に接する」という一種の「舞台装置」から離れ（あるいは引きはがさ

れ）、様々な問題に直接接していかざるを得ないという状況に由来するものかもしれません。 

 国際交流ラウンジでも地域の日本語教室が運営されています。元日本語教師として感じることもあるので

すが、それに加えて国際交流ラウンジの運営責任者として新たに感じることもあり、それはやはり元日本

語教師の私とはまた違った感覚です。地域の日本語教室は多文化共生をめぐる問題群（人権、就労、就学・

進学、家庭などの諸問題）にどのようにアプローチできるのか、また、それはどのような学習活動によっ

て実現できるのか？ 

 その中で、どのように地域の日本語教室を捉え、その先にある多文化共生をどのように具体的に実現して

いくのか？あるいは、個々の現場で日本語教師は日々の実践を通してどのように多文化共生を実現してい

けるのか？ 

会場のみなさんと考えていきたいと思います。 
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